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　去る４月９日しかべ幼稚園の入園式が行われました。今年は
１８名（男子 11名、女子 7名）の園児が入園し、最初は不安
な気持ちや楽しい気持ちが半分半分の様子でしたが、みんな
しっかり先生の話を聞いていました。



～平成30年第1回定例会～～平成30年第1回定例会～

　当初予算規模は、前年度当初予算対比で７千３百

万円（２．５６％）の減額となりました。

　主な内容は下記のとおりです。

　各会計予算については表１のとおりです。また、

平成３０年度予算の概要については、広報しかべ４

月号に掲載しておりますので、省略いたします。

　今定例会は、平成３０年度一般会計予算及

び特別会計予算等の議案５件について、議長

を除く議員全員で構成する予算審査特別委員

会に付託され、審査の結果いずれも原案どお

り可決すべきものと決定され、委員長報告の

とおり可決されました。

　

　上記５件のほかに

　●町長提出議案　　　　２０件

　●議員提出議案　　　　　１件

　全て原案のとおり承認、可決し、閉会しま

した。

平成30年度一般会計予算可決　２７億７，４００万円

～新規事業～

○町有バス購入事業

○駒ヶ岳演習場流末対策工事

○鹿部町土地利用計画策定業務委託

○宮浜中央団地A棟電気温水器改修工事

○J-ALERT新型受信機購入事業

表１	 単位：千円

※水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

主な内容

年度別
会計別 ３０年度 ２９年度 増減額 増減率

一 般 会 計 2,774,000 2,847,000 ▲ 73,000 ▲ 2.56％

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 785,810 999,000 ▲ 213,190 ▲ 21.34％

介 護 保 険 事 業 347,025 395,023 ▲ 47,998 ▲ 12.15％

後 期 高 齢 者 医 療 58,810 51,410 7,400 14.39％

小 計 1,191,645 1,445,433 ▲ 253,788 ▲ 17.56％

水 道 事 業 会 計 142,221 162,275 ▲ 20,054 ▲ 12.36％

●３月９日、３月１２日

　（会期は４日間で、実日数は２日開催）

承
　
　
　

認

◆	

平
成
29
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
、
２

月
15
日
付
け
で
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
８
４
０
万
円
の
追
加
を

し
、
予
算
総
額
を
29
億
８
４
８

７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
除
排
雪
経
費
の
追

加
で
す
。

条

例

◆	

鹿
部
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
機
構

改
革
に
伴
う
改
正
等
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
水
産
経
済
課

と
観
光
商
工
課
を
統
合
し
、
そ

の
中
に
食
と
観
光
推
進
室
を
設

け
、
企
画
振
興
課
の
業
務
を
政

策
部
門
等
に
集
中
さ
せ
る
た
め

に
関
係
課
と
分
掌
事
務
を
調

整
、
保
健
福
祉
課
の
分
掌
事
務

に
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
項

を
新
た
に
設
け
る
改
正
で
す
。
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定
　
　
例
　
　
会

◆	

鹿
部
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
寄
附
金
使
途
の
更
な
る
明
確

化
を
図
る
た
め
、
寄
附
金
の
範

囲
内
で
予
算
積
み
立
て
を
し
、

充
当
す
る
事
業
に
関
し
て
は
、

従
前
の
教
育
等
の
６
分
野
と
す

る
取
り
崩
し
型
の
基
金
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
鹿
部
町
例
規
類
集
内
容
精
査

業
務
に
基
づ
き
、
現
行
の
税
条

例
本
則
及
び
制
定
附
則
と
国
の

準
則
を
比
較
し
、
表
現
等
を
修

正
す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
、
平
成
30
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
、
北
海
道
が
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
に
加
わ
る
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行

う
改
正
で
す
。

◆	

鹿
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
期
間
中
に
お
け
る
介
護
保
険

料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◆	

鹿
部
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆	

鹿
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆	

鹿
部
町
指
定
介
護
予
防
支
援

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要

な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

関
係
法
令
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◆	

鹿
部
町
包
括
的
支
援
事
業
の

実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要

な
事
項
並
び
に
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
介
護
保
険

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　◆	

鹿
部
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
、
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
５

５
条
の
２
の
規
定
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
鹿
部
町
後
期

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
本
町
に
お
け
る
企
業
の
立
地

を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
に
工

場
等
を
設
置
す
る
者
に
対
し
て

助
成
措
置
を
行
い
、
経
済
の
発

展
及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る

条
例
で
す
。

◆	

鹿
部
町
子
育
て
支
援
事
業
実

施
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
実
施
す

る
鹿
部
町
子
育
て
支
援
事
業
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。補	

正	

予	

算

◆	

平
成
29
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７

５
２
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
31
億
６
０
０
８
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
工
事
請
負
費

等
の
入
札
減
な
ど
、
予
算
精
査

に
よ
る
も
の
で
す
。
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定
　
例
　
会

一
　
般
　
質
　
問

◆	

平
成
29
年
度
鹿
部
町
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
４
９

９
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
９
億
８
３
１
２
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
予
算
の
精
査

に
よ
る
執
行
見
込
の
減
額
で
す
。

　◆	

平
成
29
年
度
鹿
部
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
保
険
事
業
勘
定
で
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
72
万
３
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
４
億
１
１
２

万
５
千
円
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
30
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
85
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
や
特
定
入
所
者
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
増
に
よ
る
追
加

の
ほ
か
、
各
種
地
域
支
援
事
業

の
利
用
者
減
に
係
る
減
額
補
正

で
す
。

◆	

平
成
29
年
度
鹿
部
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
８

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
５
３
８
６
万
１
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
保
険
料
調
定

額
の
増
加
な
ど
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

追
加
で
す
。

そ
　

の
　

他

◆	

資
源
ご
み
及
び
し
尿
等
の
処

理
に
係
る
森
町
へ
の
事
務
委

託
に
つ
い
て

　
資
源
ご
み
、
し
尿
及
び
浄
化

槽
汚
泥
の
処
理
に
つ
い
て
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
並
び
に
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
例
年
ど
お
り
森

町
へ
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。発

　	

　
　

議

◆	

鹿
部
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
鹿
部
町
課
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
伴
い
、
鹿
部
町
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て

髙橋　茂夫　議員

　
小
中
学
生
の
登
下
校
時
は
交

通
安
全
指
導
員
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
が
安

全
確
保
に
日
々
努
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

未
着
用
や
運
転
中
の
携
帯
電
話

使
用
の
運
転
手
が
散
見
さ
れ
ま

す
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
た
従
来
に
な
い
新
た
な
取
組

み
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
町
と
し
て
の
取
組
み
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、
北
海
道
の
飲
酒
運
転

根
絶
条
例
施
行
か
ら
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
未
だ

飲
酒
運
転
で
の
事
故
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
運
転
す
る
距
離
が
近
い
、
捕

ま
ら
な
い
と
思
っ
た
、
酔
っ
て

な
い
と
思
っ
た
、
な
ど
潜
在
的

に
飲
酒
運
転
は
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
天
国
か
ら
地
獄
に
落
ち
る
人

を
一
人
も
出
さ
な
い
た
め
、
町

を
あ
げ
て
の
啓
蒙
活
動
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
町
と
し
て
の
取
組
み

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

最
後
に
ハ
ー
ド
面
の
対
策
で
す

が
、
通
学
路
を
優
先
し
た
歩
道

整
備
の
次
は
、
自
衛
隊
演
習
時

の
大
型
車
両
や
、
ゴ
ル
フ
場
へ

の
出
入
り
が
多
い
道
路
の
歩
道

整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
町

と
し
て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
、

携
帯
電
話
使
用
の
危
険
性
の
理

解
、
浸
透
に
つ
い
て
、
今
ま
で

以
上
に
警
察
や
各
種
協
力
団
体

と
の
連
携
を
密
に
し
、
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
対
策
も
視

野
に
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
函
館
方
面
本
部
森
警
察
署
並

び
に
交
通
安
全
指
導
員
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、
飲
酒

運
転
撲
滅
の
た
め
の
啓
発
活
動

を
町
内
の
飲
食
店
へ
直
接
訪
問

し
行
う
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ

り
効
果
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

交
通
安
全
指
導
員
を
は
じ
め
と

し
て
、
町
民
皆
様
方
と
意
見
交

換
な
ど
行
い
な
が
ら
、
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
鹿
部
リ
ゾ
ー
ト
地
区
の
国
道

２
７
８
号
に
接
続
す
る
道
道
鹿

部
停
車
場
線
及
び
鹿
部
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
前
を
通
る
町
道
出
来

澗
北
11
号
線
で
す
が
、
歩
行
者

■
答
弁
の
要
約

　
各
種
協
力
団
体
と
連
携
し

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長
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が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
道
道
に
つ
い
て
は
、
渡
島
総

合
振
興
局
へ
歩
道
整
備
を
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
実
施

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
一
方
、
当
該
地
区
の
国
道
２

７
８
号
線
に
つ
い
て
は
、
必
要

区
間
の
歩
道
設
置
と
路
肩
拡
幅

の
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
観
点
等

か
ら
、
当
該
地
区
幹
線
道
路
の

一
体
的
な
歩
道
整
備
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、

道
道
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
粘

り
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
道
道
に
続
く
町
道
も
、

現
在
歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
整
備
が
可
能
な
の
か
、

協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

再
発
防
止
の
た
め
に
町
内
の
危

険
個
所
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な

ど
、
広
く
町
民
向
け
に
注
意
喚

起
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
思

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
考
え

方
を
伺
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
森
警
察
署
並
び
に

鹿
部
駐
在
所
等
の
連
携
、
事
故

多
発
場
所
な
ど
に
出
向
き
特
に

注
意
喚
起
の
必
要
性
が
あ
る
場

合
は
、
道
路
標
識
や
目
に
付
く

看
板
な
ど
、
そ
の
都
度
設
置
し

て
交
通
事
故
の
再
発
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
運
転
手
等
に

直
接
訴
え
る
対
策
が
中
心
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
近
隣
市
町

村
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
情
報

収
集
等
行
い
、
危
険
個
所
マ
ッ

プ
等
の
作
成
に
つ
い
て
も
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
啓
発

活
動
を
、
飲
食
店
の
他
に
ホ
テ

ル
、
お
寺
、
神
社
を
加
え
た
訪

問
を
提
案
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
中
に
鹿
部
町
内
で

人
身
事
故
が
２
件
、
物
損
事
故

が
60
件
起
き
て
い
ま
す
。

町
長
公
約
の
実
現
に

つ
い
て

佐藤　頼幸　議員

　
一
年
前
、
私
か
ら
町
長
公
約

に
つ
い
て
一
般
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
町
長
は
し
っ

か
り
と
は
答
え
て
く
れ
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
町
民
か

ら
も
同
様
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ

で
す
。

　
当
時
、
町
長
は
就
任
間
も
な

い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

私
は
あ
え
て
、
改
め
て
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
言
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
長
は
公
約
実
現
に
向
け
、
平

成
30
年
度
は
実
行
の
年
と
明
言

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
公
約
実

現
に
向
け
た
考
え
方
や
、
財
源

を
含
め
た
具
体
的
な
実
行
内
容

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
答
弁
の
中
で
も
説
明

し
ま
し
た
が
、
私
が
掲
げ
た
事

業
目
標
に
向
け
、
各
世
代
み
ん

な
で
議
論
し
、
よ
り
良
い
政
策

へ
と
押
し
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
て
、
当
初
よ
り
、

進
む
べ
き
道
は
、
町
民
皆
様
方

の
中
に
あ
る
、
の
考
え
の
も
と
、

対
話
な
ど
を
重
ね
た
う
え
で
、

具
体
的
な
事
業
内
容
や
事
業
規

模
を
判
断
し
進
め
て
い
き
た
い

と
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度
は
更
な
る
挑
戦
と

確
実
な
実
行
の
年
と
位
置
付

け
、
町
の
か
た
ち
で
あ
る
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
、
明
確
な
将

来
像
を
町
民
皆
様
方
と
共
有
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
総
合
計
画
見
直

し
に
先
行
し
て
、
土
地
利
用
基

本
計
画
に
着
手
し
、
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
盤
石
な
漁
業
体
制

づ
く
り
や
食
と
観
光
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
し
進

め
、
鹿
部
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
、
地
域
公
共
交
通
、
道
の

駅
山
側
の
温
浴
施
設
整
備
、
保

育
体
制
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
、
こ
の
５
つ
を
し
っ

か
り
と
議
論
し
た
う
え
で
、
目

指
す
町
の
か
た
ち
づ
く
り
に
向

け
、
必
要
な
も
の
は
何
な
の
か

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
事
業
で
は
、

昆
布
の
投
石
事
業
規
模
を
昨
年

の
２
倍
と
し
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
の
夏
休
み
冬
休
み
の

預
か
り
保
育
の
本
格
実
施
、

幼
・
小
・
中
に
係
る
教
材
の
全

額
無
償
化
や
、
高
齢
者
等
の
交

流
の
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
財
源
に
関
し
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
選
択
と
集
中
に

よ
る
予
算
執
行
を
行
っ
て
い

き
、
一
方
で
は
、
各
種
基
金
の

目
的
の
範
囲
内
で
有
効
的
に
活

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

■
再
質
問
の
要
約

（
質
問
者
）

髙
　
橋
　
茂
　
夫
　
議
員

■
再
答
弁
の
要
約

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長

■
答
弁
の
要
約

　
土
地
利
用
基
本
計
画
に
着

手
し
、
こ
の
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
く
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長
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一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
原
資
に
、
新
た
な

基
金
を
造
成
し
、
既
存
事
業
の

み
な
ら
ず
新
規
事
業
な
ど
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

日
本
語
の
意
味
を
含
め
、
５
つ

の
事
業
内
容
を
具
体
的
に
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
町
長

公
約
を
基
本
と
し
て
就
任
当
初

に
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昆
布
の
投
石
事
業
を
町
独
自

で
大
き
く
行
う
な
ど
、
漁
業
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
ウ
ニ
な
ど
予
算
が
減
に
な
っ

て
い
る
た
め
効
果
が
あ
ま
り
出

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
主
要
産
業
だ
と
思

う
た
め
、
も
っ
と
力
を
い
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

公
約
を
今
年
何
例
実
現
で
き
る

か
、
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
前
回
の
一
般
質
問
の
内
容
を

議
事
録
で
確
認
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、

次
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ま
で
、
大
分

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

進
ん
で
い
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　
鹿
部
町
全
体
で
地
域
公
共
交

通
を
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
道
の
駅
に
つ
い
て
、
対
話

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
人
数
が
少

な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
全
体
で
何
人
で
し
ょ
う

か
。

　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
町
主
導

で
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
他

の
市
町
村
も
そ
う
し
て
い
ま

す
。
町
長
の
考
え
方
を
発
揮
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
体
制
は
少
し
実
現
し
て

ま
す
が
、
給
食
費
無
料
化
も

行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
温

泉
を
利
用
し
て
行
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　
公
約
に
つ
い
て
、
財
政
も
厳

し
い
の
で
４
年
か
け
て
も
全
部

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
近
づ
く
方
法
で
考
え
て

い
か
な
い
と
、
町
民
の
約
束
に

反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決

意
と
財
源
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要
約

（
質
問
者
）

佐
　
藤
　
頼
　
幸
　
議
員

　
ナ
マ
コ
等
効
果
が
あ
る
も
の

に
対
し
て
は
、
進
め
て
い
く
姿

勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
議
事
録
は
、
読
ん
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
役
場
庁
舎
、
消
防
、
幼
稚
園

の
建
て
替
え
が
必
要
な
時
に
議

員
も
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
た
第

５
次
総
合
計
画
の
中
に
入
っ
て

い
な
い
土
地
利
用
計
画
部
分
を

先
行
し
て
策
定
し
、
そ
の
中
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
決
め
、
土
地
の
利

用
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
先
で
は
な
い
か
と
、
３
０

年
度
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
交
通
体
系
は
、
鹿
部
町
全
体

の
公
共
交
通
を
考
え
、
何
が

合
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
の
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
の
駅
山
側
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

の
中
で
、
温
浴
施
設
等
を
建
て

よ
う
と
い
う
話
と
、
財
政
的
な

こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
進
め

る
べ
き
だ
と
い
う
声
を
聞
き
、

今
年
度
、
事
業
手
法
や
民
間
活

用
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
そ
の

決
定
を
夏
ま
で
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
保
育
体
制
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
欠
け
て
い
た
０
、
２
歳
へ

の
対
応
や
、
時
間
や
使
用
料
に

違
い
が
あ
っ
た
も
の
を
統
一
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

企
業
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
い

る
中
、
ま
ず
は
勉
強
し
て
対
応

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
何
例
で
き
る
か
と
言
い

難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

全
て
協
議
段
階
で
走
り
だ
し
て

い
ま
す
。

　
道
の
駅
の
町
主
導
に
つ
い
て

は
、
私
の
政
治
姿
勢
と
反
す
る

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
説
明
や
情
報

提
供
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
参
加

者
の
数
で
は
な
く
、
対
話
を
す

る
場
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
と

思
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
皆
さ
ん
が
来
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
は

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
給
食
費
の
無
料
化
で
す
が
、

も
っ
と
地
元
の
食
材
を
食
べ
て

い
た
だ
き
た
く
、
で
き
れ
ば
給

食
費
を
地
元
食
材
購
入
に
役
立

て
て
、
そ
れ
が
地
域
の
好
循
環

を
生
む
よ
う
な
施
策
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
給
食
費
は
、
自
分
達
で
払
い

た
い
と
い
う
保
護
者
も
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
慎
重
に

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要
約

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長

対話ミーティング
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議会を傍聴してみませんか
～傍聴手続きは簡単です～

※３月定例会は、１２名の方が傍聴しました。

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と

氏名を記入するだけです。

　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
、

大
手
の
企
業
が
行
っ
て
い
る
の

は
、
地
熱
の
関
係
で
、
地
面
の

中
の
熱
が
ガ
ス
な
の
か
お
湯
な

の
か
を
調
査
す
る
も
の
で
、
２

９
年
度
は
地
表
調
査
を
行
っ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
木
質
の
バ
イ
オ
マ

ス
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト
の
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
約
実
現
は
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
こ
の
４
年
間
の
中
で

皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
事
業
規
模
や
事
業
内
容

を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
道
か
ら
の
派
遣
職
員
も
来
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
地
方
創
生

絡
み
の
国
か
ら
の
補
助
等
に
も

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
、
有
効
に

活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
も
我
々
も
町
民
全
体

で
、
一
丸
と
な
っ
た
町
運
営
そ

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

議

員

全

員

協

議

会

議
員
全
員
協
議
会

◇
平
成
30
年
第
１
回
議
員
全

　
員
協
議
会

・
開
催
月
日

　
平
成
30
年
２
月
26
日

・
内
容

　
鹿
部
町
企
業
立
地
促
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
現
行
の
企
業
誘
致
条
例
と
商

工
業
振
興
条
例
の
奨
励
金
交
付

の
対
象
と
な
る
条
件
の
緩
和
と

支
援
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
鹿
部
町
企
業
立

地
促
進
条
例
を
新
た
に
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　　
地
熱
発
電
に
対
す
る
理
解
促

進
に
つ
い
て

　
経
済
産
業
省
の
地
熱
発
電
に

対
す
る
理
解
促
進
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
、
地
熱
発
電
や
そ

の
開
発
に
関
す
る
講
習
会
や
勉

強
会
な
ど
を
行
い
、
周
辺
住
民

や
温
泉
事
業
者
、
関
係
団
体
等

の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
遺
産
申
請
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
に
北
海
道
命
名
か

ら
１
５
０
年
と
な
る
こ
と
を
機

に
、
北
海
道
遺
産
の
追
加
選
考

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

し
か
べ
間
歇
泉
を
町
を
挙
げ
て

申
請
し
た
い
旨
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
鹿
部
町
第
７
期
高
齢
者
保
健

福
祉
総
合
計
画
に
つ
い
て
　

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
本
町
の
取
り
組
む
べ

き
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
や
、

介
護
保
険
事
業
の
内
容
及
び
介

護
保
険
料
を
定
め
た
素
案
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
し
尿
処
理
施
設
更
新
事
業
に

つ
い
て
　

　
森
町
へ
事
務
委
託
し
て
い
る

し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
更
新
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
鹿
部
町
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
　

　
平
成
30
年
度
か
ら
し
か
べ
幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
と
長
期
休

業
中
に
お
け
る
預
か
り
保
育
ひ

ま
わ
り
と
鹿
部
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

の
３
事
業
の
仕
組
み
を
統
一

し
、
鹿
部
町
子
育
て
支
援
事
業

と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
教
材
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
行
う
小
中

学
校
、
幼
稚
園
の
教
材
費
の
全

額
公
費
負
担
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　　
一
般
住
宅
（
旧
医
師
公
宅
）

売
却
に
係
る
入
札
結
果
に
つ

い
て
　

　
町
が
保
有
す
る
一
般
住
宅
の

入
札
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

次回の定例会は、

開催される予定です。
６月上旬に
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委
　
員
　
会
　
の
　
活
　
動

◇総務経済構成委員

　委 員 長　吉　　英樹

　副委員長　三谷百十樹

　委　　員　野田　重毅

　委　　員　浦　　梅吉

　委　　員　川村　裕司

◇調査年月日

　平成３０年１月２９日

◇調査事件

　町道の除雪の現状について

◇調査方法

　担当課より提出された関係資料に基づき説明を受け、調査を実施した。

◇調査結果

　■除雪実施基準

　　 新雪の除雪は、１０ｃｍ以上の降雪が確認されたとき、又は１０ｃｍ以上の降雪が見込まれる場合に

実施する。

　　路面整正（緩み解消）・吹きだまり除去・排雪は適時実施する。

　　暴風雪等による悪天候時には、２次災害防止のため除雪作業を控える場合がある。

　■積算基準

　　北海道道路除雪業務積算基準に準じている。

　■使用機械

　　 除雪ダンプ１台、除雪ショベル９台、排雪ダンプ３台、融雪剤散布機専用車１台、手押し除雪機・同

運搬車各１台

　■受託業者各社の除雪範囲

　　（株）亘栄：大岩地区、鹿部地区の全域及び宮浜地区の一部

　　吉建設（株）：宮浜地区の一部、本別地区（大和エリアを除く）

　　大和ハウス工業（株）：本別地区（大和エリア）

　　（株）奥山造園：道の駅「しかべ間歇泉公園」

　町道の除雪は、都市部に比べれば遥かに行き届いていると思われるが、場所によっては、除雪の状

況が不十分な箇所も散見される。

　冬季の町道の除雪は町民の生活や経済活動及び交通安全にとって必要不可欠であり、安全で安心な

道路環境を整備することは町民等しく享受されるべき行政サービスのひとつであると考える。

　道路の除雪状況は場所によって差異があってはならないものと思われ、町は受託業者を適切に指導

監督して、町民に安全で安心して利用できる冬道を提供するよう望むものである。

総務経済常任委員会所管事務調査

調査風景

鹿部町議会だより （ 8 ）



◇民生文教構成委員

　委 員 長　船橋　敦子

　副委員長　髙橋　茂夫

　委　　員　佐藤　頼幸

　委　　員　千葉　光義

　委　　員　中川　　一

◇調査年月日

　　平成３０年２月５日

◇調査事件

　　鹿部小学校の視察について

◇調査方法

　　担当課より提出された関係資料に基づき説明を受け、現地調査を実施した。

◇調査結果

　■概要

　　供用開始：昭和６０年２月２６日（校舎）　同年１２月２０日（体育館）　

　　構造：鉄骨鉄筋コンクリート造一部２階建

　　延床面積：校舎３，２８８㎡　屋内体育館１，１２４㎡　

　　総事業費：８８４，０８６千円

　■児童数及び教員数

　　 児童数は、平成３０年２月１日現在１７８名、平成３０年４月１日見込みでは１７６名となっている。

　 　教員数は、校長１名、教頭１名、教諭１４名、栄養教諭１名、事務職員１名、町が雇用する特別支援

教育支援員１名となっている。

　■空き教室

　 　普通教室６、特別支援学級２．５、教材室１の９．５教室使用しており、空き教室は４．５教室となっ

ている。　　

　 　空き教室は、夏休みなどの長期休業期間や放課後の学習、習熟度別学習のほか、教材や防災ヘルメッ

トの保管場所として活用している。

　空き教室ついては、きめ細かに多目的な活用がされており学力向上への取り組みがなされていたが、

学力・学習状況調査の結果では、全道と比較すると平均値を下回る項目が多い状況であり、小中学校

の一貫教育への取り組みについても検討する必要性を感じた。

　教育の基本は家庭教育であり重要な役割を果たすものであるが、地域や社会状況の変化の中で家庭

教育が困難な子どもについては、放課後教育等も必要であると考える。このような取り組みについて

は、教諭にかかる負担も大きいため、地域ボランティア等の力を活用し支援するなどの取り組みを望

むものである。

民生文教常任委員会所管事務調査

調査風景

委
　
員
　
会
　
の
　
活
　
動
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２月
 5日 民生文教常任委員会所管事務調査

    （全委員）

 19日 渡島廃棄物処理広域連合議会運営委員会

    （関係議員）

 26日 第１回議員全員協議会 （全議員）

 27日 第１回渡島廃棄物処理広域連合議会定例会

    （関係議員）

３月  

 2日 第１回南渡島消防事務組合議会定例会

    （関係議員）

 6日 議会運営委員会 （全委員）   

 9日 第１回定例会（１日目） （全議員）

 12日 予算審査特別委員会 （全委員）

  第１回定例会（２日目） （全議員）

 15日 鹿部中学校卒業式 （全議員）

 16日 しかべ幼稚園卒園式 （全議員）

 19日 鹿部小学校卒業式 （全議員）

 26日 鹿部町社会福祉協議会評議員会 （副議長）

 27日 教職員合同送別会 （全議員）

４月
 6日 鹿部小学校入学式 （全議員）

  鹿部中学校入学式 （全議員）

 9日 しかべ幼稚園入園式 （全議員）

 12日 林野火災予消防対策協議会

    （副議長及び関係議員）

 16日 議会運営委員会 （全委員）

 17日 鹿部町救難所幹部会 （副議長）

 23日 第１回南渡島消防事務組合議会臨時会

    （関係議員）

 24日 第１回臨時会 （全議員）

 27日 鹿部町町内会連合会総会 （副議長）

平成３０年１月～平成３０年４月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席（病欠含む）、△は遅刻・早退、―は該当なし）

会　　　議

髙
橋
　
茂
夫

吉
　
　
英
樹

千
葉
　
光
義

野
田
　
重
毅

船
橋
　
敦
子

中
川
　
　
一

浦
　
　
梅
吉

佐
藤
　
頼
幸

三
谷
百
十
樹

川
村
　
裕
司

総務経済常任委員会所管事務調査（1/29） ― ○ ― ○ ― × ○ ― ○ ○

民生文教常任委員会所管事務調査（2/5） ○ ― ○ ― ○ × ― ○ ― ―

第１回議員全員協議会（2/26） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（3/6） ○ ― ○ ― ○ × ○ ― ― ―

平成３０年第１回定例会（3/9）１日目 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

平成３０年度予算審査特別委員会（3/12） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

平成３０年第１回定例会（3/12）２日目 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（議会だより編集 4/16） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ―

平成３０年第１回臨時会（4/24） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

鹿部町議会だより （10）


